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も実施し
ネイチャーセンターからのお知らせ

8日（日）、「人と野生生物との関わ

る会」の高橋克巳氏から、エサ台の

ついてのお話を伺いました。今年の

市で発生したスズメの大量死の事

介いただき、原因であるサルモネラ

症やその調査、エサ台の管理につい

伺いました。感染症の拡大を防ぐた

サ台の小まめな掃除とアルコール

った消毒が大切です。また、エサは

べきれる量にすること、手洗いやう

るといった注意点も教えていただ

。

を楽しませてくれる身近な小鳥た

良い距離感と正しい知識を持って、

き合っていきたいですね。

台のマナーを考える

メと自然への思いやり～

ールドボラ

では、野鳥や自然

らでも、経験がな

■ 対象：

■ 保険料

【 お問合

■

、オオハクチョウ

とボランティアで

観察できたオオハ

10月 24日、11

実施し、11月 2

クチョウが温根沼

査はオオハクチョ

ます。ご協力いた

野鳥の祭典「ねむろバードランドフェスティバ

ル」を今年度も開催します。風蓮湖に集まるワシを

観察する湖上探鳥会や船上と陸上の両方から根室

半島の野鳥を観察する根室半島探鳥会など、根室の

野鳥を満喫できるプログラムを予定しています。

期 間： 2月１３日（土）～２月１４日（日）

会 場： 根室市春国岱原生野鳥公園ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ

根室市白台センター「スワン44ねむろ」

問合せ： ねむろバードランドフェスティバル

実行委員会事務局（根室市役内）

電話 ０１５３-２３-６１１１

ねむろバードランドフェスティバル

2010 を開催します！
ボランティアの活動

ンティア募集中！！

の調査や観察会などを行うボランティアスタッフを募集しています。

くても始められますので、気軽にお問合せください。

高校生以上

：300円（年間）が必要となります。

せ 】電話 0153－25－3047

風蓮湖・春国岱で活動しませんか？

オオハクチョウの渡来数調査 ■

の渡来数調査を実施しました。レ

風蓮湖と温根沼の各調査ポイント

クチョウの数をカウンターで数え

月2日・9日・22日の合計4回

日には今冬の最多である4,420羽

と風蓮湖で確認されました。

ウが風蓮湖に渡来する来年の３月

だける方はご連絡ください。
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自然観察路周辺の自然情報 * 12・1 月 *

春国岱

展望塔

憩舎

国道 44 号線
↓釧路 根室↓

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰ

←駐車場

湖や沼

が羽を

まで風

の本州
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サハリンやカムチャッカで繁殖を終え

たオジロワシが越冬のために渡ってき

ます。これから２月にかけて数が増え

ます。

←駐車場

夕方になると、エゾシカたちが森の

中から出てきます。海岸沿いの草原

で草の根を食べたり、塩をなめたり

します。
ｿﾞｼｶ

草原の鳥

す。

ｵｵﾜｼ

オオワシが越冬のために渡ってきます。

水辺で休んでいる姿や上空をゆったりと飛ぶ

姿が見られるようになります。

、

来るようになります。

る群れが見られます。

ｶﾓﾒの仲間

ｶﾗ類

ｷﾂﾂｷの仲間

ｸﾛｶﾞﾓ

ｺｵﾘｶﾞﾓ

ｺﾞﾏﾌｱｻﾞﾗｼ

で

出

い

ことがあります。
ｵｵﾊｸﾁｮｳ

で、オオハクチョウやカモの仲間

休めています。湖が凍る 12 月頃

蓮湖にとどまり、その後、更に南

を目指して旅立っていきます。

ｶﾓの仲間
冬を根室で過ごす小鳥たちが見

られます。ハギマシコやユキホ

オジロなどが、第一砂丘の草原

に草の種を食べにやってきま
ｴｿリス
木々の葉がすっかり落ち、森の小鳥を観察し

やすい季節です。森にエサが乏しくなると

ネイチャーセンター前のエサ台にもやって
クロガモやホオジロガモ、コオ

リガモ、シノリガモなど、海ガ

モの仲間が北からやってきま

す。沖合いの波間に浮き沈みす
風蓮湖が凍り始めると氷の上

休憩します。湖から海へ流れ

る氷の上に乗って、漂流して



【 お申込み・お問合せ 】 電話 0153－25－3047 （春国岱ネイチャーセンター）

■ 事前にお申し込みが必要です。

■ 野外での解説は、学校など自然体験を目的とした団体などに限らせていただきます。

→詳細など、お問合せはネイチャーセンターにご連絡ください。（電話 0153-25-3047）

① 野外解説・自然学習 （～2 時間 ／ ～20 名）

② 春国岱の自然 （映像） （15 分～25 分 ／ ～45 名）

③ 自然クイズラリー （約 1 時間 ／ ～50 名）

④ タンチョウ、カモ類に関する学習ゲーム （30 分～2 時間 ／ ～20 名）

⑤ 施設概要説明 （30 分～2 時間 ／ ～45 名）

根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター～メール配信のお願い～

ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりをﾒｰﾙ（PDF 形式）で

配信しています。経費削減のためご

変更いただける方は、下記ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

まで、ご自身のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽをお知らせ

下さい。ご協力をお願いいたします。

連絡先： nemu_nc@marimo.or.jp

※ﾈｲﾁｬｰｾﾝﾀｰだよりは、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上

でもご覧いただけます。

団体の方へ～解説ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑのご案内～

イイイ べべべ ンンン トトト・・・展展展示示示情情情報報報

日時：10

月 3 日

★ワシワシウォッチング

越冬のために風蓮湖・春国岱へ渡ってきているオ

オワシ、オジロワシを観察します。

日時：1月２４日(日) ８:０0～１０:３0

対象：小学生以上

定員：2０名（先着順）

集合場所：根室市春国岱原生野鳥公園

ネイチャーセンター

持ち物：帽子、手袋、暖かい服装、暖かい靴、

温かい飲み物、双眼鏡（あれば）

参加費：保険代１００円

申込み：１月２１日までに電話にて受付

★森の動物の巣箱をつくろう

シジュウカラやハシブトガラ、エゾモモンガ、コウ

モリなど木の洞を使う動物たちのすみかをふやすた

めに、森にかける巣箱を作ります。

日時：12月 23日(水･祝)

13：３０～１６：００

対象：小学生以上（小学生以下は保護者同伴）

定員：8組（先着順）

集合場所：根室市春国岱原生野鳥公園

ネイチャーセンター

持ち物：暖かく動きやすい服装、軍手

参加費：保険代100円

申込み：12月 15日までに電話にて受付

★ラムサール条約湿地 風蓮湖・春国岱の四季 写真展

根室市内の写真家グループ「ネイチャーフォト ネムロ」のみなさんが撮影された、風蓮湖、春国岱、温根

沼の自然や風景を写した写真を3３点展示します。

日時：１２月１日(火)～１２月２７日(日) ９：００～１６：３０

場所：根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター１階

観覧料：無料

申込み：不要
■住所■ 〒086-0074 北海道根室市東梅 103 番地

■電話■ 0153-25-3047 ■FAX■ 0153-25-8570

■ＨＰ■ http://www.marimo.or.jp/~nemu_nc/workn/index.html

■メール■ nemu_nc@marimo.or.jp

■12・1 月の開館時間■ 9：00～16：30

■12・1月の休館日■ 12/2，9，16，24，25，30，31
1/1，2，3，4，5，6，12，13，20，27
2009 年 11 月発行


